
パンデミック下で持続可能な臨床検査体制構築のための基盤研究

地域全体の感染症検査力の向上をめざして
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＜研究概要＞
私は、COVID-19パンデミックの中、院内感染制御とPCR検査の運
営という点でまさに渦中にいました。慶應のような大病院では、人
的・物的リソースを活用してなんとか乗り越えることができました
が、中小の病院では、検査体制の構築もできず、クラスターがどん
どん広がっていき医療機能が停止する状況にありました。
パンデミックのような有事に感染症と戦うためには、正確かつ迅速
な病原体の検出が不可欠です。一方、全ての医療機関の検査室に高
度な検査体制を構築するのは、平時にはかなり無駄が多くなってし
まいます。

そこで、私は大病院と中小病院がネットワークを構築し、リソース
やノウハウを病院間で共有し、タスクシェアを図ることにより、ど
のような医療機関でも最適かつ最善の感染症の検査・診断を受けら
れる体制を構築したいと考えています。また、微生物検査のDigital 
Exchangeの推進や、臨床サンプル・データを検査現場から研究室
へつなげる体制づくりなど、効率的でしなやかな感染症検査を地域
全体で実現するモデルを提案していきたいと思っています。
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